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歴史を生かしたまちづくりをしている太宰府市を訪問しました！（４年生） 

 

 

 

 

 

１月２０日（火）、４年生は社会見学で太宰府市を訪問しました。今回の社会見学の目的は「なぜ、太

宰府市には、多くの観光客が訪れるのだろう？」を調べることです。当日、太宰府天満宮では、ボランテ

ィアガイドの皆さんに、大宰府政庁跡や大宰府展示館では、学芸員の田中先生（（子どもたちが使っている

社会科の教科書に載っている方）より詳しくお話をいただきました。子どもたちは、「よく見て」、「よく

聞いて」、（「よくメモを取って」しっかりと見学をすることができました。今後は、社会見学のまとめをし

ながら課題解決をしていきます。 

保護者の皆様には、子どもたちのお弁当の準備等ご協力いただき、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【登校時の車での送迎について】 

   先日、学校より表題の連絡を tetoru にてご家庭に向けて配信をしています。登下校時の車での送迎に

ついて近隣の方から苦情が学校に寄せられているという内容です。学校周辺道路は幅も狭いところ、一方

通行のところもあります。近隣の方だけでなく道路を利用されている方々にとっても大変困っているとの

ことです。学校周辺での駐停車やスピードには、周囲へのご配慮をお願いいたします。 

   

              北九州市立中原小学校 校長 針尾 泰久 

 

ばるっこ 
学校教育目標 

～豊かな感性、確かな学力を身に付け、 

たくましく未来を拓く子どもの育成～ 

中原小 めざす３つの「あ」 

あいさつ ありがとう あきらめない 

    

【子どもの感想より（一部紹介します）】 

〇太宰府市にはたくさんの文化財があるから、観光客がたくさん来るのかなと思いました。 

〇太宰府天満宮の大きなくすの木が１０００年以上前からあることに驚きました。 

〇太宰府天満宮にはお寺や神社などあり、外国人の観光客も多かったなと思いました。 

〇建物はとても古く、歴史を感じました。実際に行って見た歴史が今も続いていることにわかり、とても勉強

になりました。 

〇はじめて知ったこともたくさんあったけど、その中でも興味があっておもしろいなと感じたのは梅ヶ枝餅

の由来です。昔は、梅の花の枝の先に餅をつけて渡していたようで、そこから梅ヶ枝餅という名前が付いた

と知りました。 

【児童の交通事故防止について】 

 北九州市内の学校において、児童が登校時に通行中の車と接触する事故が発生したと連絡がきていま

す。学校では、以下のルールについて指導しています。ご家庭でもお子様への指導をお願いいたします。 

〇交通ルールを守り、決められた通学路を通って登下校すること。 

〇歩道や路側帯があるところでは、必ず歩道・路側帯を歩くこと。 

〇信号機のない横断歩道等を横断する時、周りの安全を確認してから渡ること。 

〇冬は日没が早いため、夕暮れ時や夜間には見通しの良い道路や街灯等の明かりのある道路を通り、可

能であれば、反射材等を使用すること。 


